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仕事に活かす実践メソッド
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新
し
い
法
律
が
求
め
る

ご女
点
を
理
解
す
る

新
し
い
法
制
度
に
対
応
し
た

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
定
立
を

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
燃
費
デ
ー

タ
の
改
ざ
ん、
旅
行
会
社
か
ら
の
顧

客
情
報
流
出

ー°
こ
の一
年
間
に

表
面
化
し
た
だ
け
で
も、
日
本
を
代

表
す
る
企
業
が
絡
む
不
祥
事
は
数
知

れ
な
い。
未
然
防
止
を
目
的
と
し
た

法
制
度
が
整
え
ら
れ
る
中
で、
な
ぜ

事
件
は
後
を
絶
た
な
い
の
だ
ろ
う
か。

こ
の
十
数
年
の
間
に、
企
業
の
内

部
統
制
強
化
を
目
的
と
し
た
法
制
度

は
瘤
実
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す。

そ
れ
で
も
不
祥
事
が
絶
え
な
い
の

は、
企
業
に
お
い
て
こ
れ
ら
法
制
度

が
求
め
る
体
制
の
構
築
と
運
用
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
が
原
因
の一
っ
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

今
回
は、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す。

自
社
の
体
制
を
見
直
す
前
に、
近

年
整
備
さ
れ
た
法
制
度
の
特
徴
を
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す。
新

し
い
法
制
度
に
は
大
き
く
三
つ
の
特

徴
が
あ
り
ま
す。

第一
に、
親
会
社
等
に
よ
る
企
業

グ
ル
ー
プ
管
理
が
強
く
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す。
会
社
法

成
立
以
前、
企
業
は
親
会
社
か
ら
リ

ス
ク
の
高
い
事
業
な
ど
を
切
り
離
し、

子
会
社
と
し
て
別
法
人
化
す
る
こ
と

で
リ
ス
ク
回
避
を
図
っ
て
い
ま
し
た。

リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
も
親
会
社
に

影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に、
で
き
る

だ
け
子
会
社
の
経
営
に
親
会
社
が
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
管
理

を
行
な
っ
て
い
た
観
が
あ
り
ま
す。

と
こ
ろ
が、
二
0
0
六
年
に
公
布

さ
れ
た
会
社
法
施
行
規
則
に
は、
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
の一
っ

と
し
て、

親
会
社
等
の
取
締
役
に
企

業
グ
ル
ー
プ
管
理
の
義
務
が
課
せ
ら

れ
た
の
で
す。
二
0―
四

年成
立
の

改
正
会
社
法
で
は
さ
ら
に、
強
く
求

め
ら
れ
る
内
容
に
な
り
ま
し
た。

第
二
は、
企
業
内
の
自
浄
努
力
の

仕
組
み
を
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

け
ん
せ
い

た
こ
と
で
す。
近
年、
法
の
牽
制
機

能
の
主
役
は
公
的
機
関
か
ら
丘
私

人ク
ヘ
と
移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
従
前
は、
行
政
機
関
が
許
認
可

権
を
行
使
す
る
こ
と
で
産
業
界
に
対

し
て
強
い
影
押
力
を
持
ち、
そ
れ
が

企
業
不
祥
事
の
抑
止
力
に
な
っ
て
い

ま
し
た。
と
こ
ろ
が
現
在、
法
は
企

業
自
身
に
自
浄
努
力
を
求
め、
さ
ら

に
違
法
行
為
の
摘
発
と
追
及
を
私
人

ゅ
だ

に
委
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た。

わ
か
り
や
す
い
例
を
挙
げ
れ
ば、

公
益
通
報
者
の
保
談
に
関
す
る
法
制

化、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
と
し

て
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務

の
明
確
化
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す。
近
年
の
企
業
不
祥
事
の
多
く
は、

内
部
告
発
に
よ
り
発
覚
し
て
お
り、

株
主
代
表
訴
訟
の
件
数
も
増
加
し
て

い
ま
す。
企
業
そ
の
も
の
に
内
部
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
い
ち
早
く
把

握
さ
せ、
自
浄
努
力
で
不
正
を
防
止

す
る
体
制
整
備
を
求
め
た
の
で
す。

第
三
は、
:
ソ
フ
ト
ロ
ーク
と
呼

ば
れ
る、
企
業
の
中
で
の
み
拘
束
力

を
持
つ
ル
ー
ル
に
よ
る
企
業
統
治
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
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す。

例
え
ば、

個
人
情
報
は
業
種
・

業
態
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
企
業
が

保
有
し
て
い
ま
す。

し
た
が
っ
て
個

人
情
報
保
護
法
は
立
法
技
術
上、

条

文
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
が
困
難

で、

結
果
と
し
て
適
法・
違
法
の
判

断
が
難
し
い、

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
広

い
法
律
条
文
と
な
っ
て
い
ま
す。

例
え
ば
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
体

制
の
構
築
を
事
業
者
に
課
し
た、

個

人
情
報
保
護
法
の
安
全
管
理
措
置

（
第
二
0
条）

で
は、

個
人
情
報
取

扱
事
業
者
に
「
必
要
か
つ
適
切
な
措

置」
を
講
ず
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す。
こ
の
条
文
を
現
場
に
示
し

て
も、

ど
こ
ま
で
の
措
置
を
講
ず
れ

ば
適
法
な
の
か
判
断
が
で
き
ま
せ
ん。

し
た
が
っ
て、
「
当
社
で
は、

適
法

ラ
イ
ン
を
こ、
2
考
え
る」
と
企
業
独

自
の
ル
ー
ル
を
定
立
し、

こ
れ
を
現

場
で
運
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。

こ
う
し
た
法
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
も、

企
業
は
グ
ル
ー
プ
横
断

的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に、

適
法
性
判
断
が

難
し
い
個
々
の
法
分
野
に
は
企
業
グ

』[-[-
m
0"
いい
い

で
は
企
業
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
け
ば
よ
い

の
か、

次
ペ
ー
ジ
の
図
に
沿
っ
て
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す。

第一
は、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
（
回
の
①）

で
す。
わ
が
国
の

企
業
の
取
締
役
会
は、

内
部
昇
格
者

が
主
た
る
構
成
員
で
あ
り
業
務
執
行

機
関
的
な
側
面
が
強
く
あ
り
ま
す。

代
表
取
締
役
が
取
締
役
の
選
解
任
権

と
個
別
報
酬
決
定
権
を
実
質
的
に
握

っ
て
い
る
た
め、

取
締
役
会
で
自
由

か
っ

た
っ

闊
達
に
議
論
が
さ
れ
に
く
く、

代
表

取
締
役
の
暴
走
を
招
き
や
す
い
傾
向

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す。

近
年

は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

の
議
論
が
さ
か
ん
で
す
が、

複
数
の

社
外
取
締
役
選
任
な
ど
の
流
れ
は
そ

の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す。

実
際
に
多
く
の
会
社
で
は、

そ
れ

ぞ
れ
に
取
締
役
会
の
機
能
向
上
の
た

め
の
努
力
を
行
な
っ
て
い
ま
す。

例

え
ば
監
査
役
設
置
会
社
で
あ
っ
て
も、

任
意
に
指
名
・
報
酬
委
員
会
を
設
置

し
た
り、

社
外
取
締
役
の
人
数
を
過

半
数
に
し
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す。

企
業
が
構
築
すぺ
き

-
体

制
は

し
か
し
ガ
バ
ナ
ン
ス
先
進
企
業
と
評

価
さ
れ
て
い
た
東
芝
で
二
0一
五
年、

不
正
会
計
問
題
が
発
覚
し
ま
し
た。

今
後
は、

さ
ら
な
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
議
論
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す。

第
二
は、

企
業
グ
ル
ー
プ
管
理

（
園
の
②）

に
つ
い
て
で
す。

円
滑

に
遥
営
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

に
は、

ま
ず
子
会
社
の
代
表
取
締
役

の
意
思
決
定
に
一
定
程
度、

親
会
社

等
が
関
与
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す。

従
前
は
親
会
社
等
か

ら
取
締
役
や
監
査
役
を
派
遣
す
る
こ

と
で、

子
会
社
の
経
営
に
関
与
す
る

企
業
が
多
か
っ
た
の
で
す
が、

取
締

は
か

や
っ

か
ん

役
会
に
諮
ら
れ
る
事
項
は
約
款
や
規

程
の
改
訂
な
ど、

形
式
的
な
も
の
が

大
半
で
す。

多
く
の
不
祥
事
は、

代

表
取
締
役
が
決
裁
し
た
事
項
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら、

親
会
社
等
の

一
定
の
関
与
が
可
能
な
仕
組
み
を
工

夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す。

実
際
に、

グ
ル
ー
プ
の
生
い
立
ち

や
業
態
な
ど
に
よ
り、

そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
し
て
子
会
社
の
管
理
を
行
な
っ

て
い
る
会
社
が
数
多
く
存
在
し
ま
す。

例
え
ば、

あ
る
電
機
メ
ー
カ
ー
は、

子
会
社
の
代
表
取
締
役
の
決
裁
権
限

に
上
限
を
設
け
て、
一
定
金
額
以
上

は
事
前
に
親
会
社
の
承
認
を
要
す
る

と
し、

事
前
審
査
を
行
な
う
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
ま
す。

ま
た、

あ
る

教
育
関
係
の
会
社
は、

親
会
社
の
役

員
ク
ラ
ス
が
自
由
に
参
加
で
き
る
任

意
の
会
議
体
を
設
け、

子
会
社
の
代

表
取
締
役
の
意
思
決
定
は
そ
の
会
議

体
で
議
論
を
行
な
っ
た
上
で
決
裁
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す。

そ
し
て
第
三
が、

内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
（
図
の
③
＼
⑤）

で
す。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
横
断
的
な
規
程
を

策
定
し、

責
任
者
と
専
任
管
轄
部
署

を
設
け
て、

従
業
員
教
育
を
行
な
い

(
Plan)、

運
用
し
(
Do)、

内
部
通

報
制
度
や
内
部
監
査、

従
業
員
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
ネ
ガ
テ
ィ

プ
な
情
報
を
収
集
す
る
仕
組
み
を
通

常
の
報
告
ラ
イ
ン
の
外
側
に
設
け
て

(
Check)、

ネ
ガ
テ
ィ
プ
な
情
報
を

定
期
的
に
代
表
取
締
役
や
取
締
役
会

に
報
告
し
見
直
し
を
行
な
う

(
Action)、

と
い
う
も
の
で
す。
ス

パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
す
る
P
D
C
A
サ

ィ
ク
ル
を
ま
わ
す、

こ
れ
が
内
部
統

よ
う
て
い

制
シ
ス
テ
ム
の
要
諦
で
す。
こ
の
よ
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＋コーポレー トガパナンスと内部統制システム

外
部
監
査
人
に
よ
る
内
部
統
制
監
査

う
な
仕
組
み
は 、
二
0
0
五
年
頃
か

ら 、

大
会
社
や
上
場
企
業
な
ど
を
中

心
に
構
築
が
進
み
ま
し
た 。

会
社
法

は
大
会
社
等
に
内
部
統
制
の
基
本
方

針
の
取
締
役
会
決
議
を
求
め 、

金
融

商
品
取
引
法
は
有
価
証
券
報
告
書
提

出
会
社
に
内
部
統
制
報
告
制
度
を
設

け
た
こ
と
が
根
底
に
あ
り
ま
す 。

今

後
は 、

わ
が
国
の
企
業
の
九
九
・

七

個
別
法
に
対
応
す
る
n
ン
プ
ラ
イ

h

ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
定
立

パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
中
小
企
業
が 、

い
か
に
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築

で
き
る
か
が 、

企
業
不
祥
事
防
止
の

カ
ギ
に
な
る
と
い
え
ま
し
ょ
う 。

こ
の
よ
う
な
共
通
基
盤
を
構
築
し

た
上
で 、

個
別
法
ご
と
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ

·̀,
l
 

ラ
ム
を
定
立
す
る
必

8゚゚2
 

ス

要
が
あ
り
ま
す 。
企

九

業
が
か
か
わ
る
個
別

卜ス

法
は 、

業
種・
業
態 、

一ァ

事
業
の
性
質
に
よ
り

フ

異
な
り
ま
す 。
こ
こ

、
し即即

で
は 、

ど
の
業
種・

鱈

業
態
で
も
必
ず
か
か

わ
る
プ
ラ
イ
バ
シ

部内とス

ー
・

個
人
情
報
保
護

ンァ

の
分
野
を
例
に
と
り 、

イカ

説
明
し
て
い
き
た
い

エ

と
思
い
ま
す 。

二
0一
三
年
七
月 、

法報

鉄
道
会
社
J
社
が
運

園著：

営
す
る
交
通
系
I
C

カ
ー
ド
で
取
得
し
た

典出

乗
降
履
歴
に
つ
い
て 、

個
人
識
別
情
報
を
削

除
し
他
社
に
販
売
し
た
こ
と
が
問
題

で
は
な
い
か
と
報
道
さ
れ
ま
し
た 。

積
極
的
な
個
人
情
報
の
利
用
を
行
な

う
企
業
が
あ
る
一
方 、

多
く
の
企
業

は
適
法
性
判
断
が
難
し
い
た
め 、

保

有
す
る
個
人
情
報
を
利
活
用
す
る
こ

ち
ゅ
う
ち
ょ

と
に
躊
躇
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す 。
こ
の
分
野
は
特
に 、

適
法
性
判

断
が
難
し
く 、

各
社
と
も
利
活
用
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
均
衡
を
ど
う

保
つ
べ
き
か
を
迷
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か 。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・

個
人
情
報
保
護

に
関
し
て
は 、
一
九
九
五
年
の
E
u

（
欧
州
連
合）

デ
ー
タ
保
護
指
令
に

大
き
く
影
需
を
受
け
な
が
ら 、

世
界

の
法
令
の
整
合
が
と
ら
れ
て
い
る
観

が
あ
り
ま
す 。

そ
れ
は 、

同
指
令
ニ

五
条
一
項
に
お
い
て 、

第
三
国
が

「
十
分
な
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
保
護」

を
行
な
っ
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
個

人
デ
ー
タ
の
移
転
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
た
め

で
す 。

し
た
が
っ
て 、
E
U
加
盟
ニ

八
カ
国
お
よ
び
欧
州
経
済
領
域
構
成

国
の
み
な
ら
ず 、

E
u
に
よ
り
プ
ラ

イ
バ
シ
ー

保
護
が
十
分
な
レ
ベ
ル
だ

と
承
認
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ 、

カ
ナ
ダ

な
ど
の
―
一
の
国・
地
域
か
ら 、

保

護
が
十
分
と
は
い
え
な
い
第
三
国
へ

の
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
は
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す 。
「
十
分
な

レ
ベ
ル」
か
ど
う
か
は 、

当
事
国
の

申
請
に
よ
り
E
U
が
審
査
を
行
な
い

ま
す 。
わ
が
国
は 、
こ
の
申
請
を
行

な
っ
て
お
ら
ず 、
こ
れ
ら
の
国
か
ら

の
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
を
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す 。

そ
の
よ
う
な
中 、
E
u
一
般
デ
ー

タ
保
談
規
則
(
G
D
P
R)

が 、
ニ

0一
六
年
に
欧
州
議
会
本
会
議
で
可

決
さ
れ 、
二
0一
八
年
春
施
行
を
待

っ
て
い
る
状
況
で
す 。

G
D
P
R
は 、

第
三
国
へ
の
個
人
デ
ー
タ
移
転
禁
止

条
項
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
さ
る
こ

と
な
が
ら 、
E
u

域
外
企
業
に
も一

定
の
条
件
下
で
適
用
さ
れ
る
こ
と 、

違
反
者
に
対
し
て
最
大
二
0
0
0
万

ユ
ー
ロ
ま
た
は
年
間
世
界
売
上
高
の

四
パ
ー

セ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
大
き
い

額
の
課
徴
金
が
科
さ
れ
る
こ
と
か
ら 、

わ
が
国
企
業
に
も
影
需
が
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す 。

わ
が
国
で
は 、
二
0一
三
年
に
個

人
情
報
保
護
法
の
特
別
法
と
し
て
の

行
政
手
続
番
号
法
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法）

が
成
立 、

そ
し
て
一
五
年
に
は

改
正
個
人
情
報
保
護
法
が
成
立
し
ま
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し
た。
二
0一
六
年一
月
に
は
個
人

情
報
保
護
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
い

ま
す。
改
正
個
人
情
報
保
護
法
で
は、

立
法
の
過
程
で
将
来
E
u
に
対
し
デ

ー
タ
保
護
の
十
分
性
の
申
請
を
行
な

う
こ
と
を
視
野
に、
国
際
レ
ベ
ル
の

デ
ー
タ
保
談
の
制
度
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
が、
今
後
G
D
P
R
に

歩
み
寄
る
形
で
さ
ら
な
る
改
正
が
行

な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す。

わ
が
国
の
企
業
の
多
く
は
今
後、

改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
み
な
ら
ず、

G
D
P
R
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
的

ル
ー
ル
も
視
野
に、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー・
個
人
情
報
保
護
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
定
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す。
そ
の
例
を
紹
介
し
て

お
き
ま
し
ょ
う。

①
企
業
内
で
の
情
報
法
の
専
門
家
の

養
成

G
D
P
R
で
は、
企
業
内
に
デ
ー

タ・
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ

ー

(
Data
Protection
 Officer:
 

DPO)
な
ど
の
責
任
者
の
選
任
を
求

め
て
い
ま
す。
し
た
が
っ
て、
D
P

0
と
専
任
管
轄
部
署
を
設
置
の
上、

情
報
法
の
専
門
家
を
養
成
し、
個
々

の
業
務
で
グ
ル
ー
プ
内
の
統一
的
な

適
法
性
判
断
を
行
な
う
必
要
が
あ
り

ま
す。
ま
た、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
新
規
開
発
案
件
は、
D

P
O
が
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と、

事
前
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す

る
相
談
を
行
な
う
よ
う
に
し
ま
す。

②
新
た
な
情
報
取
扱
規
程
の
定
立
と

運
用

改
正
個
人
情
報
保
護
法
と
G
D
P

R
の
双
方
に
準
拠
し
た、
新
た
な
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
横

断
的
な
規
程
を
定
立
し、
専
任
管
轄

部
署
が
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
運
用

す
る
よ
う
に
し
ま
す。
例
え
ば、
ヒ

ュ
ー
レ
ッ
ト・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
は、

「
お
客
様
が
嫌
が
る
こ
と
は
し
な

い」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
デ
ー
タ

保
護
の
理
念
を
最
上
位
に
置
い
た
上

で、
各
国
の
法
人
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

オ
フ
ィ
サ
ー
を
選
任
し、
個
々
の
事

案
の
判
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す。
顧

客
の
納
得
感
を
高
め
る
た
め
に
は、

丁
寧
に
顧
客
の
同
意
を
得、
信
頼
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す。
シ
ン
プ
ル

で
す
が
合
理
性
の
あ
る
理
念
だ
と
思

い
ま
す。

③
従
業
者
の
モ
チ
ペ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
経
営

企
業
は
従
業
者
へ
の
監
視
を
強
化

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
す
が、
職
場

に
お
い
て
も
従
業
者
に
は一
定
の
私

的
領
域
が
認
め
ら
れ
て
お
り、
行
き

す
ぎ
た
監
視
は
従
業
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
低
減
さ
せ
る
場
合
も
あ
り

ま
す。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
れ

ば、
情
報
の
不
正
取
得
な
ど
の
事
件

が
発
生
す
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま

す。
し
た
が
っ
て、
企
業
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
従
業
者
の
監
視

を
行
な
う
と
と
も
に、
従
業
者
が
こ

の
会
社
で
働
き
続
け
た
い
と
思
う

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン」
を
高
め
る
経

営
努
力
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す。

「
カ
ル
チ
ャ
ー・
オ
プ・
プ
ラ
イ
バ

シ
ー」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
そ
の
国
の
文
化
に
よ
り

微
妙
に
概
念
が
違
い、
こ
れ
に
対
応

す
る
法
制
度
も
異
な
り
ま
す。
し
か

し、
情
報
は
国
境
を
越
え
て
流
通
す

る
た
め、
も
は
や
自
国
の
法
律
を
遵

守
す
る
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
ず、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
仕
組
み
が
必
要
で
す。
欧
米
諸
国

の
大
企
業
の
多
く
は、
グ
ル
ー
プ
横

断
的
な
デ
ー
タ
保
護
の
コ
ン
プ
ラ
イ

収
益
性
と
持
続
可
能
性
の
バ
ラ
ン

L
ス
に
配
厩
し
た
経
営
を
目
指
す

国

ア
ン
ス
体
制
を
整
え
て
い
ま
す。
主

管
す
る
責
任
者
と
専
門
部
署
を
設
置

し、
長
期
的
な
視
座
で
専
門
知
識
を

持
っ
た
社
員
も
育
成
し
て
い
ま
す。

わ
が
国
の
企
業
も、
こ
の
よ
う
な
専

門
組
織
に
よ
り
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
を
運
用
し、
好
循
環
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す。

一
方
で、
二
0一
五
年
に
公
表
さ

れ
た
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス・
コ
ー
ド」
な
ど
で
は
収
益
性
の

向
上
を
求
め
て
お
り、
上
場
企
業
は

R

O
E
（
自
己
資
本
利
益
率）
重
視

の
経
営
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん。
R
O
E

偏

重
の
経
営
は、
近
視
眼
的
に
結
果
を

求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

き

ぐ

る
と
も
危
惧
し
て
い
ま
す。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
の
充
実

と
専
門
家
の
養
成
は、
時
間
と
コ
ス

ト
が
か
か
る
こ
と
か
ら
長
期
的
な
視

野
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う。

今
こ
そ
収
益
性
と
持
続
可
能
性
の
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
経
営
を
行
な
い、

従
業
員
が
「
長
く
こ
の
会
社
で
働
き

た
い」
と
思
え
る
会
社
に
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か。
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